
▲天然痘患者の発生を受け図上訓練する参加者。市の対策本部で
　は、自衛隊、警察、今治海保等と連携して対策を講じました。

▲衛星を使ったテレビ会議。政府・愛媛県・
　西条市の３者で情報を共有し、協力要請や
　対応策などを協議しました。

生
物
兵
器
テ
ロ
に
備
え

国
民
保
護
共
同
図
上
訓
練
を
実
施
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国
（
内
閣
官
房
）・
愛
媛
県
・
西
条

市
で
は
、
生
物
兵
器
に
よ
る
テ
ロ
を
想

定
し
た
国
民
保
護
共
同
図
上
訓
練
を
１

月
20
日
㈫
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
国
際
的
に
天て

ん
ね
ん
と
う

然
痘
テ
ロ
の

恐
れ
が
あ
り
政
府
が
警
戒
す
る
中
、
西

条
市
内
で
天
然
痘
患
者
が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
市
庁
舎
本
館
５
階
に
「
国
民

保
護
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
危
機
管
理
対
応
訓
練
や
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
被
害
拡
大
の
防
止
方

法
、
情
報
の
交
換
方
法
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
衛
星
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議

を
実
施
し
、
国
・
県
と
情
報
の
共
有
を

図
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
国
・
県
・
関
係
機
関

と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
安
全
・
安
心
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

防
災
計
画
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
２

　

自
立
的
な
地
域
中
小
企
業
や
地
域
産
業
の
創
出
・
育
成
な
ど
、
経
済
環

境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
産
業
構
造
を
創
造
す
る
た
め
、
こ
の
分

野
の
第
一
人
者
で
あ
る
堀
場
雅
夫
氏
を
お
迎
え
し
、
地
域
経
済
活
性
化
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
24
日
㈫
　

15
時
〜
17
時

総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容

◆
講
演

　

テ
ー
マ
　

ク
オ
リ
ア
時
代

　

講
　

師
　

堀
場
雅
夫
氏
（
㈱
堀
場
製
作
所
最
高
顧
問
）

◆
車
座
座
談
会

　

テ
ー
マ
　

地
域
中
小
企
業
の
発
展
を
目
指
し
て
！
（
地
域
の
自
立
）

　

登
壇
者
　

堀
場
雅
夫
氏
（
座
長
）
、
四
国
経
済
産
業
局
長
、
日
本
銀
行

　
　
　
　

松
山
支
店
長
、
㈱
谷
口
金
属
熱
処
理
工
業
所
社
長
、
西
条
市
長

◆
交
流
会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
開
催
し
ま
す
）

　

場
　

所
　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
交
流
サ
ロ
ン

　

時
　

間
　

17
時
20
分
〜
18
時
20
分

問
合
せ
　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
　

℡
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

日
時

場
所

堀場雅夫氏プロフィール
　1924年京都市生まれ。1945年、
京都大学理学部在学中に堀場無線
研究所を創業。学生ベンチャーの
草分けと呼ばれる。1953年に堀場
製作所設立。1978年に会長、2005
年から最高顧問に就任。
　日本新事業支援機関協議会（Ｊ
ＡＮＢＯ）会長、京都商工会議所
副会頭などを歴任し、起業家の育
成にも力を注いでいる。
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